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わ
が
国
の
経
済
は
、
都
市
部
を
中
心
と
し
て
、
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
低
迷
に
光
明
が
さ
し
か
け
て
き
た
今
日
で

す
が
、
地
方
で
は
依
然
と
し
て
、
回
復
の
兆
し
が
見
え

な
い
状
況
で
す
。
さ
ら
に
国
が
進
め
る
構
造
改
革
路
線

や
地
方
分
権
化
社
会
へ
の
移
行
な
ど
、
地
方
と
の
現
状

認
識
格
差
の
発
生
、
さ
ら
に
は
、
少
子
高
齢
化
と
過
疎

が
さ
ら
に
進
行
す
る
な
ど
、
社
会
構
造
の
悪
化
に
拍
車

を
か
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、全
国
の
各
自
治
体
は
、

英
知
を
結
集
し
、
地
方
は
地
方
な
り
の
特
色
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
市
発
足
後
、
早
3
か
月
が
経
過
し
た
現
在
、
体
制

も
ほ
ぼ
整
い
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
本
年
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
刻
ん

で
き
た
6
町
村
が
一
枚
岩
の
ご
と
く
硬
く
一
体
と
な
っ

て
、
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
と
位
置
づ
け
て

お
り
、情
報
通
信
基
盤
を
早
急
に
市
内
全
域
に
整
備
し
、

行
政
を
は
じ
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
共
通
の
認
識
を

持
ち
な
が
ら
、
互
い
に
連
携
・
協
働
し
て
主
体
的
な
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
情
報
公
開
を
進
め
、
市
民
皆
様
と
の
対
話
を

重
ね
、
そ
の
総
意
を
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
行
政
に

反
映
さ
せ
る
「
市
民
主
役
」
の
行
政
運
営
の
基
盤
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
本
市
は
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
歴

史
的
・
伝
統
的
文
化
が
生
き
づ
い
て
お
り
、「
癒
し
」

と
「
交
流
」
が
調
和
す
る
環
境
で
す
。
こ
の
好
条
件
を
、

合
併
で
生
ま
れ
た
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
最
大
限

活
か
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
保
健
・

福
祉
や
教
育
の
充
実
を
図
り
、
定
住
人
口
の
増
加
に
繋

が
る
社
会
環
境
整
備
に
も
努
め
、「
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」「
訪

れ
た
い
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
な
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
合
併
協
議
で
作
成
さ
れ
た
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
中
で
最
優
先
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
、
行
財
政
改
革
で
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
は
合
併
前
の
旧
町
村
時
代
と
、
現

在
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
分
権
を
推
進
す
る

た
め
、
3
年
間
か
け
て
断
行
さ
れ
た
三
位
一
体
改
革
も

分
権
推
進
の
観
点
か
ら
は
不
充
分
な
財
政
改
革
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
交
付
税
の
削
減
を
含
む
平

成
19
年
度
政
府
予
算
編
成
の
「
骨
太
の
方
針
」
が
今
、

策
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
財
政
力
が
脆
弱
な
本
市
に
お

き
ま
し
て
は
、
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
財
政
状
況
に
対
応
し
え
る

体
質
強
化
を
確
立
す
る
た
め
行
財
政
改
革
推
進
本
部
と

行
財
政
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
三
好
市
行
財
政
改
革

大
綱
を
年
度
内
に
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
市
民
の
目
線
で
の
改
革
推
進
と
い
う
内
容
と
方
向

し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
起
こ
る
と
も
わ
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
、
市
民
が
政
策
の
形
成
に
主
体
的
に
参
加
し
て

防
災
計
画
を
策
定
し
、
各
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
設
立
の
促
進
等
を
図
り
、
近
い
将
来
起
こ
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
南
海
・
東
南
海
地
震
対
策
な
ど
の

地
震
対
策
に
つ
い
て
も
、
国
・
県
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
危
機
管
理
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
に
今
年
度
中
に

三
好
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
関
係
で
は
、
市
と
な
っ
た
こ
と
で
、
新
規
に
設

置
し
た
福
祉
事
務
所
を
積
極
的
に
活
用
し
、
生
活
保
護

法
の
改
正
や
医
療
・
介
護
そ
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
る
予
防
事
業
な
ど
大
き
く
変
わ
る
介

護
保
険
制
度
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
的
確
に
対

　

市
内
に
点
在
す
る
全
国
に
誇
れ
る
観
光
資
源
を
い
か

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う
応

え
て
い
く
か
が
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
総
合
計
画
を
早
期
に
作
成

し
、関
係
機
関
と
の
連
携
し
た
宣
伝
活
動
は
も
と
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
が
持
つ
そ
の
魅
力
を
引
き
出

し
、
最
大
限
生
か
す
た
め
の
分
析
と
位
置
づ
け
を
、
ソ

フ
ト
面
の
展
開
と
同
時
に
行
い
、
三
好
市
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
と
な
る
べ
く
内
容
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
と
関
連
し
ま
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

三
法
の
改
正
整
備
と
合
わ
せ
、
商
工
業
団
体
や
関
係
機

関
の
皆
様
と
協
議
し
な
が
ら
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
特
産
品
の
生
産
販
売
の
定

着
化
と
、
新
た
な
農
林
産
物
な
ど
の
商
品
開
発
、
あ
る

い
は
、
市
場
開
拓
を
各
種
団
体
と
連
携
し
て
行
い
、
産

業
全
体
で
の
相
乗
効
果
を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
市
内
の
大
部
分
を
占
め
る
森
林
整
備
の

促
進
や
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
、
雇
用
の
創
出
な
ど

に
加
え
て
中
山
間
地
振
興
の
戦
略
は
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
農
林
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
産
地
振
興
と
も
ど
も
一
次
産
業
の
充
実
発
展
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
教
育
基
本
法
の
改
正
等
が
進
む
教

育
関
係
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
諸
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
れ
ら
の

一
つ
ひ
と
つ
に
、
迅
速
・
的
確
に
対
応
し
、「
子
供
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
市
内
の
ど
こ
で
で
も
安
心
し
て
快
適

に
、
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
市
民
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、「
三

好
市
」
発
展
の
た
め
に
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
議
員
皆
様
、
市
民
皆
様
の
格

別
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

応
し
た
施
策
を
効
果
的
に
行
い
、
こ
れ
が
ひ
い
て
は
、

全
市
民
の
健
康
増
進
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま

す
。
先
日
も
多
く
の
市
民
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
実

施
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
取

り
組
み
、
健
康
増
進
の
環
境
整
備
を
図
り
、
さ
ら
に
は

生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路
や
水
道
、
情
報
網
の
整
備
を

行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
は
、四
国
の
ほ
ぼ
中
心
と
い
う
地
理
的
条
件
と
、

近
年
の
高
速
交
通
網
の
進
展
、
4
県
の
飛
行
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
情
報
通
信
基
盤
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
に
向
け
て
様
々
な
情
報
発
信

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
、
明
確
に
皆
様
に
お
示
し
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な

行
財
政
改
革
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、市
民
の
望
む
も
の
と
は
何
か
を
見
た
と
き
、

最
近
の
自
然
災
害
に
対
す
る
脅
威
や
子
供
た
ち
が
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
の
危
険
性
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

無
か
っ
た
日
常
生
活
を
送
る
上
で
の
不
安
が
身
近
に
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
こ
と

で
は
、
先
ご
ろ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
に
お
け

る
大
規
模
な
地
震
発
生
に
よ
る
多
数
の
死
傷
者
の
様

子
、
更
に
は
異
常
気
象
と
思
わ
れ
る
北
極
地
域
の
氷
の

異
常
な
流
出
に
よ
る
陸
地
水
没
の
予
想
等
が
報
道
さ
れ

る
な
ど
を
見
ま
す
と
、
心
の
痛
む
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

三
好
市
で
も
、
一
昨
年
、
昨
年
と
自
然
災
害
が
発
生

所
信
表
明

三
好
市
議
会
初
の
定
例
会
と
な
る
６
月
定
例
会
が

６
月
５
日
に
開
会
し
、
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

俵
三
好
市
長
の
所
信
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三好市議会６月定例会

俵
三
好
市
長
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一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
に
は
、
市
が
自
ら
の
力
で
収
入
で
き
る
お
金
（
自
主

財
源
）
と
、
国
や
県
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
り
、
交
付
さ
れ

た
り
す
る
お
金
（
依
存
財
源
）
が
あ
り
ま
す
。

　

上
の
円
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
市
税
収
入
な
ど
の
自
主
財
源

は
全
体
の
４
分
の
１
程
度
で
、
残
り
の
４
分
の
３
は
、
地
方

交
付
税
や
国
庫
・
県
支
出
金
と
い
っ
た
国
や
県
か
ら
の
お
金
、

市
債
（
借
入
金
）
な
ど
の
依
存
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
厳
し
く
、
国
で
は

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
や
県
へ
の
依
存
率
が
高
く
、
自
主
財
源
の
少
な

い
わ
が
市
に
と
っ
て
、
こ
の
改
革
に
伴
う
地
方
交
付
税
や
国

庫
補
助
負
担
金
の
削
減
・
縮
小
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、
今

後
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
の
厳
し
い

編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
合
併
に
よ
る
不
安
を
解
消
し
、
多

様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
最
大
の
収
入
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
を
１
０
６
億
円
見
積
る
と
と
も
に
、
財

政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入
金
や
市
債
を
可
能
な
限
り
見

込
ん
で
、
財
源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

　

市
長
や
議
員
の
報
酬
、
職
員
の
給
与
な
ど
の
人
件
費

（
21
・
５
％
、
50
億
１
６
９
１
万
円
）
や
扶
助
費
（
11
・
６
％
、

27
億
６
９
９
万
円
）、
建
設
事
業
等
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

に
借
り
た
お
金
（
市
債
）
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
（
24
・

3
％
、
56
億
６
０
５
３
万
円
）
と
い
っ
た
義
務
的
経
費
（
支

出
が
義
務
付
け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
し
に
く
い
経
費
）
は
、

１
３
３
億
８
４
４
５
万
円
で
、
旧
６
町
村
の
平
成
17
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
10
・
６
％
も
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
活

保
護
費
に
係
る
扶
助
費
や
公
債
費
が
増
え
た
こ
と
が
要
因

で
、
歳
出
全
体
の
57
％
を
占
め
る
厳
し
い
状
況
で
す
。
今
後

に
お
い
て
も
歳
入
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
限
ら
れ

た
財
源
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
に
は
、
既
存
の
事

務
・
事
業
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

主
な
一
般
会
計
歳
出
で
は
、
か
ん
ぽ
の
宿
購
入
費
７
５
０

０
万
円
、
三
好
地
区
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
負
担
金

３
億
６
５
０
０
万
円
、
生
活
保
護
費
12
億
４
８
７
１
万
円
、

池
田
中
学
校
統
合
に
係
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
中
継
所
移
転
工
事

費
１
億
４
５
０
０
万
円
が
あ
り
ま
す
。

18 年度（三好市）
一般会計当初予算

17年度（旧 6町村）
一般会計当初予算 増減率

歳入合計 233億 0780万 6千円 244億 1911万 7千円 ▲ 04.6％
自主財源 59億 6094万 0千円 69億 0437万 3千円 ▲ 13.7％
市税 25億 5789万 0千円 26億 0914万 0千円 ▲ 02.0％
繰入金 18億 9489万 0千円 25億 4797万 6千円 ▲ 25.6％
その他自主財源（※1） 15億 0816万 0千円 17億 4725万 7千円 ▲ 13.7％

依存財源 173億 4686万 6千円 175億 1474万 4千円 ▲ 01.0％
地方交付税 106億 3549万 1千円 97億 2517万 9千円 9.4％
国庫支出金 18億4242万 6千円 11億 1841万 6千円 64.7％
県支出金 15億 8102万 5千円 19億 5060万 5千円 ▲ 18.9％
市債 22億 2550万 0千円 37億 3635万 0千円 ▲ 40.4％
その他依存財源（※2） 10億 6242万 4千円 9億8419万 4千円 7.9％

（※ 1）＝分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄付金、繰越金、諸収入
（※ 2）＝地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費
　　　　税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通
　　　　安全対策特別交付金

市税
25億5789万円
（11.0％）

繰入金
18億9489万円
（8.1％）
その他自主財源 (※1)
15億 816万円
（6.5％）

地方交付税
106億3549万円
（45.6％）

国庫支出金
18億4242万円
（7.9％）

県支出金
15億8102万円
（6.8％）

市債
22億2550万円
（9.5％）

その他依存財源 (※2)
10億 6242万円（4.6％）

自主財源
（25.6％）

依存財源
（74.4％）

（　）内は構成比

一般会計
　　歳入

18 年度（三好市）
一般会計当初予算

17年度（旧 6町村）
一般会計当初予算 増減率

性質別歳出合計 233億 0780万 6千円 244億 1911万 7千円 ▲ 04.6％
義務的経費 133億 8445万 2千円 121億 0486万 2千円 10.6％
人件費 50億 1691万 9千円 52億 7921万 7千円 ▲ 05.0％
扶助費 27億 0699万 8千円 14億 1905万 5千円 90.8％
公債費 56億 6053万 5千円 54億 0659万 0千円 4.7％

投資的経費 28億 3018万 6千円 55億 1707万 8千円 ▲ 48.7％
普通建設事業 28億 0533万 7千円 52億 2639万 5千円 ▲ 46.3％
災害復旧事業 2484万 9千円 2億9068万 3千円 ▲ 91.5％

その他の経費 70億 9316万 8千円 67億 9717万 7千円 4.4％
物件費 26億 9186万 7千円 28億 3116万 2千円 ▲ 04.9％
補助費等 24億 0635万 5千円 22億 8325万 1千円 5.4％
繰出金 17億 5322万 0千円 15億 3353万 2千円 14.3％
その他歳出（※3） 2億 4172万 6千円 1億4923万 2千円 62.0％

（※ 3）＝維持補修費、投資及び出資金、貸付金、予備費

人件費
50億1691万円
（21.5％）

扶助費
27億699万円
（11.6％）

公債費
56億6053万円
（24.3％）

普通建設事業
28億533万円
（12.0％）

物件費
26億9186万円
（11.6％）

補助費等
24億635万円
（10.3％）

投資的経費
（12.1％）

繰出金
17億5322万円
（7.5％）

義務的経費
（57.4％）

その他の経費
（30.4％）

災害復旧事業
2484万円（0.1％）

その他歳出 (※３)
2億 4172万円（1.0％）

一般会計
性質別歳出

（　）内は構成比

平
成
18
年
度

わ
が
市
の
予
算

一般会計
233億　781万円
特別会計
123億1644万円

96.3

基金現在高と市債現在高の推移

平
成　
年
度

平
成　
年
度

平
成　
年
度

平
成　
年
度

平
成　
年
度

13 14 15 16 17

93.6 87.1 74.9
51.7

444.3
464.9 462.1 468.6

市債現在高

基金現在高

495.1
500億円

400億円

300億円

200億円

100億円

（単位:億円）

平成18年度 三好市当初予算

移転予定のNHKラジオ中継所

市が購入予定のかんぽの宿（池田町白地）

　合併後、年間を通じた初めての
本格的予算となる平成 18年度当
初予算が、三好市議会６月定例会
で可決成立しました。
　平成 18年度の当初予算につい
ては、合併後間もない当初予算と
いうことから、三好西部合併協議
会の財政計画に基づいた予算編成
となっています。また普通建設事
業等の補助事業については、合併
前に平成 18年度事業の内示を国
や県から得ていることから、旧町
村時の要望を反映した予算となっ
ており、平成 19年度からは事業
の目的・効果・緊急性・将来の財
政負担等を慎重に検討した予算編
成を行う必要があります。
　予算総額は 356 億 2625 万
円で、内訳は一般会計が 233 億
781 万円、特別会計は 123 億
1644 万円となっています。一般
会計については、旧６町村の平成
17年度の当初予算合算額と比較
して 11 億 1131 万円、4.6％の
減となっています。
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社会福祉の
ために

保健・衛生
のために

産業振興の
ために

道路の整備
などに

教育・文化
のために

消防・災害
活動に

借金の返済
のために

市民一人あ
たりの支出

その他生活
の向上に

市民一人あ
たりの市税

170,120円 49,671円 77,441円 48,062円 55,349円

163,473円 87,174円 673,189円 73,878円

市民一人当たりに使われるお金（人口：平成18年4月1日現在34,623人）

市民一人当たり
約673,189円の予算です。

21,899円

一
般
家
庭
に
た
と
え
る
と

　

三
好
市
の
予
算
状
況
を
一
般
家
庭
に
例
え
る
と
、収
入（
歳

入
）
に
お
い
て
は
、
給
与
所
得
（
自
主
財
源
）
な
ど
が
家
計

全
体
の
４
分
の
１
程
度
で
、
残
り
の
４
分
の
３
は
親
か
ら
の

仕
送
り
（
地
方
交
付
税
や
補
助
金
な
ど
）
や
借
金
な
ど
で
や

り
繰
り
し
て
い
る
状
況
で
す
。
し
か
も
最
近
、
親
の
台
所
事

情
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
頼
み
の
仕
送
り
も
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
額
を
望
め
そ
う
も
な
く
、
そ
の
不
足
分
を

補
う
た
め
に
貯
金
（
財
政
調
整
基
金
な
ど
各
種
基
金
）
を
崩

し
て
、や
り
繰
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

支
出
（
歳
出
）
で
は
、
光
熱
水
費
（
人
件
費
）
や
医
療
費

（
扶
助
費
）、
家
の
ロ
ー
ン
の
返
済
金
（
公
債
費
）
な
ど
の
決

ま
っ
て
必
要
な
生
活
費
（
義
務
的
経
費
）
が
６
割
近
く
を
占

め
、
こ
れ
ら
の
費
用
を
給
与
所
得
（
自
主
財
源
）
で
、
ま
か

な
え
な
い
状
態
で
す
。

　

限
ら
れ
た
収
入
の
な
か
で
健
全
な
家
計
（
財
政
）
を
維
持

し
て
い
く
に
は
、
光
熱
水
費
な
ど
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
支
出
を
見
直
し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

■委員会の概要
活動内容▼２～３時間程度の会議（平日）任期中に６回程度実施予定
委員構成▼公募による市民及び行財政・まちづくり計画について優れた
識見を有する者で構成
公募委員▼行財政及びまちづくり計画について優れた識見を有する者

■応募要領
応募資格▼次の条件をすべて満たしている方
①平成 18 年 4 月 1 日現在、満 20 歳以上で、三好市に 1 年以上在住され
ている方（旧町村含む）
②この会において、政治的・宗教的または営利的活動をしない方
③三好市の総合計画（まちづくり計画）に広範な視点で、建設的な意見
を出していただける方
募集人数▼ 16 人
募集期間▼平成 18 年 7 月 13 日～ 31 日　※郵送の場合は消印有効
任期▼平成 18 年 8 月 ～ 平成 19 年 12 月（予定）
応募方法▼市の総合計画策定に関する意見（400 字以内）、住所、氏名、
年齢、性別、職業、電話番号を本庁、各総合支所の市民課にある「公募
申込書」に記入のうえ持参されるか、郵送または FAX で申し込んでく
ださい。「公募申込書」は、三好市のホームページ（http://www.city-
miyoshi.jp）からもダウンロードできます。（この場合、電子メールでの
申し込みも受け付けます）
持参の場合の提出場所▼本庁 2 階まちづくり推進課または各総合支所市
民課
選考方法▼いただいた公募申込書により選考し、選考結果につきまして
は、平成 18 年 8 月下旬ごろ文書でお知らせします。
その他▼
① 個人情報の取り扱いには十分留意し、他の目的には使用しません。
② 委員となり会議に参加された場合、市の定めた謝金をお支払いします。
③ 申し込みによる費用はお支払いしませんのでご了承ください。

■お申し込み・お問い合わせ
〒 778-8501　三好市池田町シンマチ 1500-2
三好市企画財政部まちづくり推進課　☎ 72-7607　FAX 72-7202
E-mail  machidukuri@city.tokushima-miyoshi.lg.jp

特別会計
国民健康保険特別会計（事業勘定分） 35億 2043万円
国民健康保険特別会計（直診勘定分） 1億6104万円
老人保健特別会計 60億 1214万円
特別養護老人ホーム長生園特別会計 2億2020万円
秘境の湯保養センター特別会計 9398万円
農業集落排水事業特別会計 8541万円
浄化槽事業特別会計 1億5090万円
ケーブルテレビ事業特別会計 7154万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計 232万円
土地取得事業特別会計 260万円
給食事業特別会計 1億4854万円
井内財産区特別会計 362万円
簡易水道事業特別会計 8億3464万円

公営企業会計（収益的支出予算）
国民健康保険市立三野病院特別会計 7億8706万円
水道事業会計 2億2202万円

　地方分権の推進、三位一体改革と地方行政を取り巻く状況は大きく変化し

ています。日常生活圏の拡大、少子・高齢化の進展による行政需要の拡大等、

これまでにない新たな行政課題への対応が重要視されます。

　三好市発足を契機に、市民サービスの向上、公平なる三好市の発展、行政

のスリム化や効率化を目指し、新市まちづくり計画を基にした三好市基本構

想・基本計画・実施計画の策定のため、まちづくり市民委員会を設置します。

そこで、次の構成により、委員を市民の皆さんから公募したいと考えており

ますので、質の高いきめ細かな行政サービス提供のため総合計画策定に、参

加をご希望される方は、次によりご応募してください。『
ま
ち
づ
く
り
市
民
委
員
会
』 

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

平成18年度 三好市当初予算
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三
好
市
の
ご
み
処
理
に
要
す
る
経

費
は
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
今
月

号
で
は
、
平
成
17
年
度
の
ご
み
処
理
費

用
（
み
よ
し
広
域
連
合
清
掃
セ
ン
タ
ー

調
べ
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
ご
み
処
理
の
現
状
」

　

三
好
市
で
発
生
す
る
家
庭
ご
み
の

う
ち
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
は
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
（
池
田
町
西
山
）
で
そ

れ
ぞ
れ
焼
却
・
破
砕
処
理
さ
れ
た
後

埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
資
源
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
池
田
町
大
利
）
で
品
目
ご
と
に
分

別
し
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
と

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
ご
み
処
理
費

用(

三
好
市
と
東
み
よ
し
町
分)

は

６
億
４
２
５
６
万
１
０
８
１
円
（
ご

み
処
理
か
ら
最
終
処
分
ま
で
に
要
し

た
経
費
・
下
表
の
と
お
り
）
で
し

た
。
こ
れ
は
、
ご
み
処
理
に
毎
日

１
７
６
万
円
余
り
を
要
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ご
み
処
理
費
用
の
増
加

は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
か
で
徹

底
し
た
行
政
改
革
が
求
め
ら
れ
る
三

好
市
に
と
り
ま
し
て
は
、
た
い
へ
ん

大
き
な
経
費
負
担
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
」

　

毎
日
の
快
適
な
生
活
を
営
ん
で
い

く
う
え
で
、
ご
み
の
処
理
は
欠
か
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私

た
ち
の
出
し
た
ご
み
は「
ど
こ
か
で
、

誰
か
が
、
ど
う
に
か
し
て
く
れ
る
」

の
で
し
ょ
う
か
？　

こ
れ
ま
で
の
使

い
捨
て
の
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
を

改
め
、
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
資
源

を
大
切
に
し
て
い
く
た
め
の
生
活
習

慣
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。　

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

昨
年
度
の
家
庭
ご
み
の
量
は
減
少
し

ま
し
た
が
（
市
報
６
月
号
）、
ご
み

処
理
費
用
に
は
、
今
年
で
25
年
が
経

過
す
る
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

よ
る
施
設
修
理
の
た
め
の
多
額
の
費

用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将

来
的
に
は
新
し
い
施
設
の
建
設
も
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ら
の
費
用
は
、
税
金
と
い
う

か
た
ち
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
は
た
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？　

　

市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
と
住
み
良
い
生
活

環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ま
ず
ご
み

の
減
量
を
、
ま
た
家
庭
か
ら
の
ご
み

は
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成17年度ごみ分析
三好市の人口 3 万 4106　人　
三好市の世帯 1 万 3160 世帯
三好市家庭ごみ
年間排出量

可燃ごみ 不燃ごみ 大型・複雑ごみ 合 計 資源物 総合計
6,931 t　 670 t　 198 t　 7,799 t　 1,409 t　 9,208 t　

1 年間 1 人あたり 203.22 kg 19.64 kg 5.81 kg 228.67 kg 41.31 kg 269.98 kg
1 年間 1 世帯 526.67 kg 50.91 kg 15.05 kg 592.63 kg 107.07 kg 699.70 kg

三好市・東みよし町 可燃・不燃・大型ごみ 資源物 合 計
総処理費用 4 億 7848 万 2571 円  ※1 1 億 6407 万 8510 円  ※2 6 億 4256 万 1081 円 　
1 年間 1 人あたり 9622 円   　 3300 円   　 1 万 2922 円 　
1 年間 1 世帯 2 万 5917 円   　 8887 円   　 3 万 4805 円 　

※ 1　家庭ごみと事業ごみの排出比率により金額を算出
※ 2　可燃・不燃・大型ごみ処理費用には収集費用を含まず、資源物処理費用には収集費用を含む。

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、

分
け
れ
ば
資
源
」　

　
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に
は
市
民

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
と
ご
理
解
が

不
可
欠
で
す
。
ご
家
族
・
ご
近
所
・

自
治
会
で
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
「
ご
み
の
減
量
」
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
た
か
が
ご
み
」
な
ん
て
考
え
な

い
で
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

「
こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
」

　

生
ご
み
の
80
％
は
水
分
だ
と
い
わ

れ
、
ご
み
出
し
前
の
生
ご
み
の
ひ
と

し
ぼ
り
（
水
切
り
）
が
ご
み
の
減
量

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
水
分
が
多
い
と
腐
敗
が
進
み
、
悪

臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
水
分
を
含
ん
だ
生
ご
み
が
減
る
と
、

ご
み
出
し
が
楽
に
な
り
ま
す
。

・
焼
却
炉
の
燃
焼
効
率
が
上
が
り
、

施
設
の
負
担
軽
減
に
貢
献
し
ま
す
。

こ
ん
な
に
か
か
る
の
？ 

ご
み
処
理
費
用

阿
波
踊
り
期
間
中
の
ゴ
ミ
収
集

　

山
城
地
区
・
池
田
地
区
で
は
、

阿
波
踊
り
期
間
中
、
時
間
を
繰

り
上
げ
て
収
集
い
た
し
ま
す
。

　

道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
▼
８
月
14
日
〜
16
日

※
午
前
７
時
ま
で
に
ご
み
を
だ

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　三好市から、昨年度に出された家庭ごみの総排出量9,208トン（年間）は、
　市役所本庁舎3.2 杯分、パッカー車4,600台分に相当します。

三好市農業委員会委員一般選挙について
　　現在の三好市農業委員会委員の任期は平成 18 年７月 31 日までです。今回の三好市農業委員会委員一般
　選挙は、選挙区を設けておこなわれます。各選挙区の対象区域は、下記のとおりです。

		  第１選挙区：旧池田町の区域
		  第２選挙区：旧山城町、旧西祖谷山村、旧東祖谷山村の区域
		  第３選挙区：旧三野町、旧井川町の区域
		  選挙権及び被選挙権：三好市農業委員会委員選挙人名簿に登載されている者

第１選挙区 第２選挙区 第３選挙区
告示日 ７月 23 日（日） 同 左 同 左

立候補届出日時 ７月 23 日（日）
午前 8 時 30 分～午後 5 時 同 左 同 左

立候補届出場所 三好市池田保健センター
多目的ホール 同 左 同 左

投票日 7 月 30 日（日）
午前７時～午後６時 同 左 同 左

選挙を行う委員の定数 ７ 人 ６ 人 ７ 人

開票の日時 ７月 30 日（日）
午後９時 30 分～ 同 左 同 左

開票の場所 三好市池田総合体育館 三好市山城公民館 三好市三野公民館

期日前投票のできる期間 ７月 24 日～ 29 日
午前８時 30 分～午後８時 同 左 同 左

期日前投票のできる場所　
※ 三好市役所

三好市山城総合支所
三好市西祖谷総合支所
三好市東祖谷総合支所

三好市三野総合支所
三好市井川総合支所

当選証書の付与
７月 31 日（月）

午後１時 30 分～　
三好市役所　第１会議室

同 左 同 左

 ※ 第２選挙区及び第３選挙区における期日前投票のできる場所は、住所に制限（住所がある総合支所）があります
 　 のでご注意ください。

パッカー車 4,600 台は延長にして約 24km。
三好市役所から三野総合支所までパッカー車が
渋滞していると想像してみてください。

環境課からのお知らせ

7月 14日（金）三野総合支所　　☎77-2311
7月 26日（水）井川総合支所　　☎78-2111
8月 08日（火）山城総合支所　　☎86-1150
8月 22日（火）西祖谷総合支所　☎87-2211
8月 29日（火）東祖谷総合支所　☎88-2211

		  　　  時間は 9 時～ 16 時 30 分

移動市長室を開設いたします
下記の日程で移動市長室を開設し、各総合支所で俵市長が
勤務いたします。皆さんのご意見・ご要望等を、それぞれ
の総合支所までお寄せください。

会社も、お店も、学校も、病院も。

９月下旬から調査員がお伺いします。

平成18年10月1日（日）

事業所 ･企業
統計調査
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お
問
い
合
わ
せ
は
本
所
ま
で
。

 

善
意
銀
行

　

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
5
月
16
日
～
6
月
15
日
受
付
分
）

池
田
支
所
へ

■
一
般
寄
付

　
　

池
田
青
優
会
様

井
川
支
所
へ

■
香
典
返
し

　

土
井
フ
サ
エ
様（
井
川
町
西
井
川
）

　

大
溝
偕
一
郎
様（
井
川
町
井
内
西
）

　

木
又
健
次
様
（
大
阪
府
）

三
縄
福
寿
会
へ

■
香
典
返
し

　

西
絹
代
様
（
池
田
町
中
西
）

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
寄
付
は
社
会
福
祉
事
業
に
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

一
般
相
談

　

相
談
内
容　

困
り
ご
と
全
般

　

相
談
時
間　

午
後
1
時
～
4
時

８
月
の
開
設
日

　

本
所
・
池
田
支
所

	

期
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
16
日
は
休
み
）

	

場
所　

社
協
本
所

　

三
野
支
所（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

	

期
日　

８
月
24
日

	

場
所　

社
協
三
野
支
所

　

山
城
支
所

	

期
日　

８
月
９
日

	

場
所　

山
城
総
合
支
所

　

東
祖
谷
支
所

　

	

期
日　

８
月
７
日

　

	

場
所　

民
俗
資
料
館

一
般
相
談
は
各
支
所
で
常
時
受
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。電
話
相
談
も
可
能
で
す
。

　

本
所
・
池
田
支
所

　
　
　
　
　
　

 

☎
７
２-

５
８
８
５

　

井
川
支
所　

 

☎
７
８-

３
１
４
０

　

三
野
支
所　

 

☎
７
７-

２
８
８
２

　

山
城
支
所　

 

☎
８
６-

２
４
３
４

　

東
祖
谷
支
所 

☎
８
８-

２
６
８
８

　

西
祖
谷
支
所 

☎
８
７-

２
０
８
８

 

法
律
相
談

　
期
日　

８
月
11
日
（
金
）

　

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

場
所　

三
好
市
社
協

　

相
談
員　

藤
澤
和
裕
弁
護
士

予
約
が
必
要
で
す
。
お
申
し
込
み
、

三
好
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に

竹
重
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

三
好
市
手
話
奉
仕
員

養
成
講
習
会
（
基
礎
課
程
）

　

聴
覚
障
害
者
の
生
活
及
び
関
連
す

る
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
と
認

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
手
話
で
日

常
会
話
を
行
う
の
に
必
要
な
語
い
及

び
手
話
表
現
を
習
得
す
る
た
め
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
対
象
者
▼
三
好
市
及
び
東
み
よ

2006 年 いけだ阿波おどり
　あちこちから、阿波踊り連の練習の音が聞こえてくるようになりました。いよい
よ夏本番！『いけだ阿波おどり』の季節がやってきました。
　今年も、13 日の前夜祭を皮切りに、16 日までの４日間、『いけだ阿波おどり』を
盛大に開催いたします。市内外からのたくさんの踊り子たちが、各演舞場を所狭し
と乱舞します。『いけだ阿波おどり』をどうぞお楽しみください。

　　               ８月 14日(月) 15日(火) 16日(水) 
　午後７時～ 10 時 30 分

 　★演舞場案内★　　　　　　　　　　　　　　　　
◇栄町演舞場（桟敷席：有料）◇へそっ子公園屋外ステージ
◇大通り演舞場◇銀座通り演舞場◇駅前通り演舞場

※ 阿波踊り期間中は、各所に臨時駐車場を設けていますが、観光
客の増加と交通規制の実施もあり、道路が大変混雑することが予
想されます。できる限り公共交通機関をご利用下さいますよう、
ご協力をお願いします。

　前夜祭 ８月 13 日 ( 日 ) 18 時開場・19 時開演
　　　場　所▼三好市池田総合体育館　　
　　　入場料▼大人（高校生以上）500 円・中学生以下 無料
　　　出　演▼池田阿波踊り観光連４連　

第1回

し
町
在
住
で
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講

習
会
新
入
門
課
程
を
修
了
し
た
方
。

手
話
奉
仕
員
と
し
て
活
動
で
き
、
全

日
程
受
講
で
き
る
方
。

期
間
▼
８
月
８
日
～
11
月
24
日
の

間
、
全
30
回
。

場
所
▼
三
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
集
会
室

講
師
▼
徳
島
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
協

会
講
師
団

募
集
人
数
▼
20
名
（
希
望
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

受
講
料
▼
無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代

１
４
７
０
円
必
要
）

申
込
締
切
▼
７
月
31
日

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
せ
▼
三
好
市
社
会
福
祉
協

議
会
三
野
支
所　

多
田
（
☎
７
７-

２
８
８
２
）

 

就
任
の
ご
挨
拶　
　
会
長　
竹
重
義
博

　

こ
の
度
三
好
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
竹
重
義
博
で
す
。
日
頃
は
住
民
参
加

型
に
よ
り
ま
す
地
域
福
祉
活
動
を
機
軸
と
し
た
本
会

運
営
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
三
好
市
と
な
り
徳
島
県
で
最
も
広
大
な
面
積
を
誇
る
中
に
約

３
４
５
０
０
人
と
い
う
住
民
の
方
が
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
住
み
慣
れ
て
き
た
地
域
ご
と
に
培
わ
れ
た
生
活
的
・
文
化
的
価
値
観
は

じ
め
、
就
業
の
条
件
や
実
態
は
実
に
多
様
で
あ
り
、
そ
の
分
住
民
の
方
々

が
抱
え
ら
れ
る
福
祉
的
課
題
も
多
種
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
旧

六
町
村
に
お
け
る
社
協
事
業
や
福
祉
活
動
の
内
容
を
見
ま
し
て
も
様
々
な

事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
行
財
政
厳
し
い
状
況
の
下
、
今
後
、

社
協
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
内
容
を
精
査
の
上
集
約
を
図
ら
ざ
る
を
得
な

い
も
の
も
多
々
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立

場
で
こ
れ
ま
で
ご
参
画
・
ご
協
力
、
あ
る
い
は
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
地
域
住
民
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
不
便
を

お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ど

う
か
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
福
祉
活
動
団
体
や
社
会
福
祉
事

業
者
等
と
の
連
携
協
働
を
図
り
な
が
ら
よ
り
よ
い
三

好
市
づ
く
り
に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
新
し
く
選
出
さ

れ
ま
し
た
理
事
・
監
事
、
評
議
員
、
そ
し
て
職
員
の

総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ど
う
か
住
民
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
の
力
を
社

協
に
お
貸
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社協だより
社会福祉法人  三好市社会福祉協議会
三好市池田町サラダ1884-4  電話72-5715

　2003 年 12 月１日から、関東・近畿・中京の３大広
域圏で、地上波のUHF帯を使用して地上デジタル放送
が開始されました。
　地上デジタル放送では、デジタ
ルハイビジョン放送の高画質・高
音質番組に加えて、双方向番組、
高齢者や障害者にやさしい福祉番
組、暮らしに役立つ最新情報番組
などが予定されています。
　2006 年末までには、すべての
都道府県庁所在地で開始される
事となっており、徳島県では今年
10 月に徳島市の眉山から送信を

2011年7月24日

開始し、順次エリア拡大されることが予定されています。
（香川県は今年 12 月に放送開始）
　地上デジタル放送開始以降も、地上アナログ放送は並
行して放送（サイマル放送）されますが、2011 年７
月 24 日までには完全移行し、現在放送されている地上
アナログ放送は終了します。

いよいよ始まる
地上デジタル放送



1213

■ ８月の行事予定

　おはなし会［池田図書館］
　　　　期日：5 日 .12 日 .19 日 .26 日
　　　　時間：午後 2 時 30 分〜午後 3 時

　おはなしひろば［井川図書館］
　　　　期日：12 日 .26 日
　　　　時間：午前 10 時 30 分〜午前 11 時

■８月の休館日

 池田図書館　7 日 .14 日 .21 日 .28 日
 井川図書館　7 日 .14 日 .20 日 .21 日 .28 日 .31 日
                   午前中休館 8 日 .22 日

■ 巡回配本日程（８月）

 08 日  池田 - 萩田商店前 . 佐野小学校
 09 日  池田 - 旧大利郵便局 . 白地小学校
 10 日  池田 - 三縄駅付近
 11 日  池田 - マナヅル文化ホール
 22 日  西祖谷 - 西祖谷総合支所前
 　       東祖谷 - 東祖谷郷土文化保存施設
　　　　山城 - ラピス大歩危
 23 日  山城 - 山城公民館
 24 日  井川 - なでしこ館 . 母子健康センター . 井内連絡所

 ※  詳しい日程は池田図書館にお問い合わせください。

新着図書は、左記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

新着図書の紹介

池田図書館

［一般書］■古代遺跡をめぐる１８の旅／蔡志忠 ■モーツァ
ルト百科全書／福島章恭 ■ゴールデンタイム　続・嫌われ
松子の一生／山田宗樹 ■愛の流刑地　上・下／渡辺淳一   

［児童書］■ウィルキンズの歯と呪いの魔法／ダイアナ・ウィ
ン・ジョーンズ ［絵本］■へんてこりんなおるすばん／角

野栄子 ■さかなださかなだ／長野ヒデ子

井川図書館

［一般書］■お火役凶状／澤田ふじ子 ■医者以前の健康の常
識／平石貴久 ■心をつつむふろしきの美／森田知都子 ■お
ばあちゃまの上品な夏服／ブティック社 ■花の庭を作って
みよう／加地一雄［児童書］■平和の種をまく／大塚敦子 
■天使のすむ町／アンジェラ・ジョンソン ■クワガタ＆カ
ブト大百科／レッカ社 

［一般書］井川図書館

急行奥只見殺人事件
著者：西村京太郎

新潟県小出と福島県会津若松を
結ぶ只見線に沿って、3 人の男
が死んだ。地元署は事故死と見
なしたが、警視庁捜査一課の十
津川警部は疑問を抱く。十津川
警部が列車トリックに挑む。

三好市池田図書館（電話 72-2781）

三好市井川図書館（電話 78-4311）

Books

［児童書］池田図書館

みんなのきもち
著者：村上しいこ

ぼくは小学１年生。名前はさか
まきはちろう。学校で、「自分以
外のものの気持ちになってみる」
という発表をすることになった。
信号の気持ち、傘の気持ち、お
でんの気持ち…。みんなどんな
こと思ってるのかな。

Sports

教 室 名 開 設 日 場　所
民　舞 9・23 池田総合体育館
ヨーガ 3・17 池田総合体育館
社交ダンス 12・26 池田保健センター
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jr バレー　 07・21・28 池田総合体育館
キッズエアロ　 休み 池田総合体育館
キッズサッカー 5・19 池田小学校

教 室 名 開 設 日 場　所
ハワイアンベーシック 7・21 池田総合体育館
ボクササイズ 7・21 池田総合体育館
ゴルフ 3・17 五月が丘ゴルフセンター
一般バドミントン 5・12・19・26 池田総合体育館
グラウンドゴルフ 9・23 池田総合体育館
肩こり予防＆
リフレッシュ体操 4・18 池田総合体育館

※ 講師の都合で日程が変更になる場合があります。

いけだスポーツクラブ　☎ 72-57558 月の教室・イベント開設日

平成18年度会員募集中 !
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城
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々
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信
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部
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差
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え
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。　
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て
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と
り
の
人
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思
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私
た
ち
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身
近
な
こ
と
（
日
常
）
か
ら
人
権
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考
え
て
み
ま
せ
ん
か
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人の値うち
江口いと

何
い つ

時かモンペをはいてバスに乗ったら
隣座席の人は私をおばはんと呼んだ
戦時中によくはいたこの活動的なものを
どうやらこの人は年寄りの着物と思っているらしい

よそ行きの着物に羽織を着て汽車に乗ったら
人は私を奥さんと呼んだ
どうやら　人の値うちは着物で決まるらしい

講演がある　何々大学の先生だと言えば
内容が悪くとも人々は耳をすまして聴き「良かった」という
どうやら　人の値うちは肩書で決まるらしい

名も無い人の講演には人々はそわそわして帰りを急ぐ
どうやら 人の値うちは学歴で決まるらしい

立派な家の娘さんが部落にお嫁に来る
でも生まれた子どもはやっぱり部落の子だといわれる
どうやら　人の値うちは生まれたところによって決まるらしい
人々はいつの日　このあやまちに気付くであろうか

	 	 	 	 	 　　「荊
いばら

を越えて」より
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おもしろいこと、珍しいもの、
どんなことでもいいので耳より
な情報をお知らせください。

　三好市役所　総務課広報係
	 ☎ 0883-72-7600

1415

今井ゆうぞうさん帰郷 −合併記念イベント−

　6月 17 日、「今井ゆうぞう君とぐ〜チョコランタンとあ・
そ・ぼ !!」が池田総合体育館で行なわれ、親子連れなど約
3800 人が集まりました。三好市池田町出身のタレント今
井ゆうぞうさんや、NHKの人気番組のキャラクターらが
出演し、子どもたちは一緒に歌ったり踊ったりして楽しい
時間を過ごしました。

ふるさとの味、発送  - 春の特産品 -

　「池田やまびこふるさと会春の特産品」発送作業
が行なわれ、全国の会員へ小包が送られました。
今回は、三好市誕生後初めての発送ということで、
市内各地の特産品 9品目が詰め込まれました。

善行金章表彰受章

　内田猶八さん（池田
町東町）が社団法人日
本善行会から善行金章
表彰を受けられました。
長年、内田さんは池田
町や井川町で柔道を教
えながら、青少年の非
行防止と地域の安全推
進に貢献されました。

台風シーズンを前に再確認

　6月 26 日、市長はじめ市職員、県西部総合県民
局や消防署、三好警察署などが参加し、市内 3ヶ
所（井川町辻・池田町ウエノ・西祖谷山村有瀬）
で行なわれている急傾斜地の対策工事などを確認
しました。点検後、参加者は災害発生時に連携し、
人命保護に努めることなどを確認しました。

三好市の魅力再認識を　- とくしま再発見 -

　県出身の写真家・立木義浩さんと飯泉嘉門県知
事の対談が 6月 25 日、池田総合体育館で開かれま
した。対談では立木さんが「伝統的職人が尊敬され、
生き生きと活動できる県になってほしい」、知事が
「文化と職業は一体。その価値を見直せば地域の再
評価につながる」と話しました。

よみがえった棚田  - 大野小児童が稲作 -

　山城町大野にある長年放置されていた棚田 ( 面積
約 1アール ) を、大野小児童と地元の住民組織「大
野いきいきだんだん」がよみがえらせました。よ
みがえった田に児童らが植えたのはもち米で、こ
れからの収穫や餅つきなどを通して、伝統や自然
を学んでいく予定です。

ホタルがいっぱい  - 山城地区 -

　６月になると、市内のあちらこちらで幻想的な
ホタルの乱舞を見ることができます。６月 17日に
は山城町赤谷で「第 36回黒川谷ほたるまつり」が
開催され、多くの家族連れでにぎわいました。

　警察官や自衛官など
危険性の高い仕事に従
事した人を対象とする
｢ 危険業務従事者叙勲
｣で、武田和照さん（池
田町中通）、橋岡勝さ
ん（山城町国政）がそ
れぞれ瑞宝単光章を受
章されました。

老いて安心できる地域をつくろう

　東祖谷の自然や人情に魅せられ、約 20年前から
地域との交流を続ける元松江地検検事正の松岡幾
男さんの講演会が開催されました。この催しは東
祖谷のまちおこしグループ「つろこってプラス１」
実行委員会が開催し、松岡さんの地検勤務や趣味
などの話に、参加した 40人が聞き入りました。

▲ 武田 和照さん▲ 橋岡 勝さん ▲ 西祖谷山村有瀬▲ 収穫が楽しみです

▲ 見事な阿波踊りも披露

▲ 講演では三好市の魅力を教えてくれました

▲ お問い合わせは商工観光課 (☎ 72-7620 ) まで▲ 山城町で撮影

▲ 6 月 24日に新居屋公民館で開催されました

危険業務従事者叙勲

▲ 子どもたちはおおはしゃぎ
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〜地震対策の第一歩〜
三好市木造住宅耐震診断

　三好市では、発生する確率が高い
と予測される南海地震への対策とし
て、市内の木造住宅の耐震診断を実
施します。診断を希望する住宅の所
有者は、指定の診断申込書に必要書
類を添付の上、お申し込みください。
対象となる木造住宅▼
耐震診断事業の対象となる住宅は、
三好市に存し、次の各号のいずれに
も該当する木造住宅とします。
(1) 昭和 56 年５月 31 日以前に着
工された建物で、地階を除く階数が
２以下の建物
(2) 併用住宅においては、２階部分
に店舗等があり、想定する積載荷重
が極端に大きくなるもの以外のもの
(3) 枠組壁工法又は丸太組工法に
よって建築されたもの以外のもの
(4) プレハブ住宅など国土交通大臣
等の特別な認定を得た工法によって
建築されたもの以外のもの
(5) その他徳島県木造住宅耐震診断
マニュアルに記載されている耐震診
断対象建築物
募集期間▼ 7 月 18 日〜９月 15 日
募集戸数▼ 90 戸
負担金▼ 3,000 円
お申込み・お問い合わせ▼申込書は、
本庁総務課・各総合支所市民課、三
好市ホームページにあります。三好
市総務課危機管理室（☎ 72-7625）

国道 32 号は大雨や台風
時に通行止になります。

　一般国道 32 号においては、大
雨や台風等の異常気象時に、「通行
止」を実施します。なお、リアルタ
イムに規制雨量等の道路情報を携
帯電話・インターネット（道路情報
提供システム http://www.skr.mlit.
go.jp/info/regulate/kyk/its/index.
html）で提供しています。

【通行規制区間②】
区間▼香川県三豊市財田町財田上字
奥の内～三好市池田町州津
延長▼ 11.0 ｋｍ
規制雨量▼ 250 ｍｍ ( 連続雨量 )

【通行規制区間③】
区間▼三好市池田町白地～三好市山
城町西宇字島の上
延長▼ 14.5 ｋｍ
規制雨量▼ 250 ｍｍ ( 連続雨量 )

【通行規制区間④】
区間▼三好市山城町西宇字島の上～
高知県長岡郡大豊町大字高須
延長▼ 26.3 ｋｍ
規制雨量▼ 250 ｍｍ ( 連続雨量 )
お問い合わせ▼池田国道維持出張所

（☎ 72-2177）

教育委員会よりお知らせ
　旧池田町教育問題懇話会の提言を
受け、池田中学校と池田第一中学校
の統合を平成 20 年 4 月 1 日として
計画を進めていましたが、やむをえ
ない事情により、統合予定日が平成
21 年 4 月 1 日に変更となりました
のでお知らせいたします。
お問い合わせ▼三好市教育委員会

（☎ 72-3555）

芝生小学校・三野中学校
のプールの使用について

　昨年度まで一般開放していました
芝生小・三野中学校プールですが、
本年度より各学校のプールとなりま
した。
　他校の児童生徒、高校生以上の一
般の方はご利用できませんのでご理
解・ご協力をお願いいたします。

平成 18 年度
徳島県狩猟免許試験

　狩猟免許を取得するためには、狩
猟についての適性、技能及び知識に
関して県知事が行う試験に合格する
ことが必要です。
　本年度は、次の日程で狩猟試験を
実施します。
日程・場所▼

8 月 3 日　県西部県民局　三好庁舎
9 月 3 日　県西部県民局　美馬庁舎
時間▼ 9 時 50 分〜
お問い合わせ▼徳島県西部県民局保
健福祉環境部（☎ 0883-53-2063）

防火管理者資格取得
講習会

期日▼ 8 月 24 日・25 日
場所▼三好市保健センター
申込期間▼ 7 月 18 日～ 8 月 18 日
申込先▼消防本部又は各消防署
消防本部予防課（☎ 76-5119）

三好西部森林組合
がスタート

　平成 18 年 4 月 1 日より、池田町、
山城町、東祖谷、西祖谷山村の４森
林組合が合併し、既に業務を開始し
ています。
　森林・林業のことは、お気軽に三
好西部森林組合までお問い合わせく
ださい。
本所　三好市山城町西宇 1216（☎
84-1310　FAX 84-1315）
池田支所　三好市池田町マチ 2537

（☎ 72-1489）
東祖谷支所　三好市東祖谷京上 157

（☎ 88-2044）
西祖谷支所　三好市西祖谷山村一宇
358-7（☎ 87-2007）

野外焼却（野焼き）は
原則禁止されています

　廃棄物処理法が平成 13 年度に改
正施行され、廃棄物の野外焼却、い
わゆる「野焼き」が一部の例外を除
き、禁止となっています。野焼きを
すると、法律で罰せられる場合もあ
ります。
　また、平成 14 年 12 月から、一
定の構造基準を満たしていない焼却
炉については使用が禁止されていま
す。家庭用の焼却炉のほとんどは、
この構造基準を満たしていないので
使用できません。
お問い合わせ▼
 三好市役所環境課（☎ 72-3436）

夏の川、池などにおける
水難防止

　夏休みは、子どもたちにとって大
変楽しい時期ですが、川や池などの
近くで遊ぶ機会も多くなります。水
の事故にあわないようご家庭でのご
指導をお願いします。
　三好警察署では、夏休み期間中、
パトロールなどによる水難防止活動
を強化しますが、危険な遊びをして
いる子どもを見かけたら、注意して
くださるよう地域の方々のご協力を
お願いします。

三好警察署（☎ 72-0110）

実在しない官公庁を
かたるハガキにご注意

　徳島県内で、「国民健康保険庁」
というありもしない官公庁をかた
り、消費者へ連絡を求めるハガキが
届いたという相談がありました。
　至急連絡するように書かれていま
すが、連絡することで、取り立てに
あったり、個人情報を収集され、別
の「架空請求」や「悪質商法」の被
害を受ける恐れがありますので、こ
ちらからは、一切連絡しないように
してください。
　不安な方は、三好市商工観光課（☎
72-7620）、もしくは県消費者情報
センター（☎ 088-623-0110）まで
お気軽にご相談ください。　

「都市再生街区基本調査」
測量実施のお知らせ

　国土交通省が実施する「都市再生
街区基本調査」の一環として、国土
地理院が測量を実施することになり
ましたのでお知らせします。
　皆さまにはご迷惑をおかけします
が、ご協力をお願いします。
期間▼平成 18 年 12 月まで（予定）
対象地域▼三好市（人口集中地区内）
作業内容▼測量作業（基準点設置お
よび街区の角等を測量します）
お問い合わせ▼国土地理院四国地方
測量部測量課（☎ 087-861-9013）

納め忘れは
ございませんか？

　7 月 31 日は固定資産税（2 期）、
国民健康保険税（2 期）の納期限で
す。口座振替日は 7 月 24 日です。

多段階の一部納付 ( 免除 )
制度がスタート

　国民年金保険料の免除申請がご利
用しやすくなります。
　国民年金の保険料は13,860円（平
成 18 年度）ですが、経済的な理由
などで保険料の納付が困難な場合
は、申請手続きをしていただくこと
により、保険料の納付が免除または
一部免除される制度があります。
　平成 18 年 7 月からは、従来の全
額・半額免除に加え、4 分の 3 免
除および 4 分の 1 免除が追加され、
所得水準に応じた多段階（4 段階）
の免除制度となりました。
　一部納付制度は、一部納付額をお
支払いされなかった場合、一部免除
が無効となるため、将来の老齢基礎
年金の額に反映されません。
　また、万が一のときの障害基礎年
金や遺族基礎年金などを受給できな
い場合があります。ご注意ください。

保険料の追納
　全額免除や一部納付の期間は、保
険料を全額納付したときに比べ、将
来の老齢基礎年金の額が少なくなり
ます。
　そこで、これらの期間は、10 年
以内であれば後から保険料を納める
こと（追納）ができますが、承認を
受けた年度から起算して 3 年度目
以降に追納すると、当時の保険料に
経過期間に応じた加算額が上乗せさ
れます。
お問い合わせ▼社会保険事務所（半
田）（☎ 0883-64-3127）または市
役所市民課（☎ 72-7611）

三好市行政相談
相談日・相談場所▼
8 月　2 日　西祖谷老人福祉センター
8 月　7 日　東祖谷　祖谷歴史館
8 月　9 日　山城総合支所　
8 月 10 日　井川総合支所
8 月 10 日　三好市役所
8 月 15 日　三野公民館
時間▼
  9 時～ 12 時（井川）
10 時～ 12 時（西祖谷）
13 時～ 15 時（東祖谷 池田 三野）
13 時～ 16 時（山城）
お問い合わせ▼三好市総務課（☎
72-7600）または相談場所の総合支
所市民課

三好市保健センター
健康相談

 市の保健師が健康に関するご相談
をお受けします。
相談日▼ 8 月 7 日・28 日
時間▼ 9 時 30 分～ 11 時
相談場所▼三好市保健センター
内容▼生活習慣改善相談・栄養相談

（要予約）等
お問い合わせ▼三好市保健センター

（☎ 72-6767）

訂正とお詫び
　５月号の三好市議会議員紹介
のページで、得票数の表示に誤
りがございました。
・井川選挙区（敬称略）
　　近藤忠明　544.429
　　近藤安美　381.300
小数点以下は案分による得票数
です。
　また、６月号徳島県西部総合
県民局の紹介ページで、三好庁
舎の旅券の申請受付は木曜日と
紹介しましたが、正しくは水曜
日です。訂正してお詫びします。
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救急医療当番医 8 月

田岡医院 池田 72-5551

上田医院 昼間 79-2004

さんさん医院 加茂 82-5410

田中病院 加茂 82-3700

内田（伸）医院 池田 74-0121

川原医院 加茂 82-2009

浜クリニック 池田 72-0667

くはらクリニック　 昼間 76-5755

郷外科内科医院　 池田 74-5779

田中病院 加茂 82-3700

山下医院　 昼間 79-2005 村山医院 72-2110池田

山城診療所 86-3230山城
三木病院 77-3900三野

藤内整形外科病院 82-3677中庄

宮佐医院 72-0149池田

藤内整形外科病院 82-3677中庄

三木病院 77-3900三野

内田（知）医院 加茂 82-2035

大和外科医院 池田 72-0828

北條病院 池田 72-0007

田中病院 77-2300三野

安宅循環器内科 72-6300池田

岸野医院 77-2001三野

さんさん医院 加茂 82-5410

安宅循環器内科 72-6300池田

宮佐医院 72-0149池田

山下医院　 昼間 79-2005

受診時間
救急医療当番  平日（土曜含む）　　 午後5時～午後11時
　　　　　　  休日（日曜・祝祭日）   午前9時～午後11時
小児救急医療当番  平日（土曜含む） 午後6時～翌日午前9時
　　　　　　　　  休日（日曜）　　 午前9時～翌日午前9時

　三好市医師会　　　　☎ 72-0586
　消防本部通信指令部　☎ 76-5118

ご注意
　夜間、休日に病院に行かなくてはならない場合は、事前に
電話して下さい。 また受診時間以外は、かかりつけの病院で
受診して下さい。かかりつけの医療機関を持たない場合は、 
三好病院、三野病院、田中病院（加茂）で受診できます。

松浦医院 82-2309中庄

北條病院 池田 72-0007

松浦医院 82-2309中庄

　　海上保安大学校・海上保安学校の学生募集
海上保安大学校（広島県呉市） 海上保安学校（京都府舞鶴市）

受
験
資
格

年  齢 昭和 61 年 4 月２日以降に生まれた者
（平成19年4月１日現在で21歳未満）

昭和 58 年 4 月２日以降に生まれた者
（平成19年4月1日現在で24歳未満）

学  歴

① 高等学校卒及び平成 19 年 3 月に同校卒業見込みの者
② 中等教育学校卒及び平成 19 年 3 月に同校卒業見込みの者
③ 高等専門学校第 3 学年修了の者及び同校修了見込みの者
④ 高等学校卒業程度認定試験及び人事院が①②と同等の資格があると認める者

受付期間 8 月 24 日〜 9 月 5 日 7 月 18 日〜 8 月 1 日

一次試験 10 月 28 日、29 日 9 月 24 日
最終合格発表 平成 19 年 1 月 18 日 11 月９日（航空課程 1 月 18 日）

入　校 平成 19 年 4 月
お問い合わせ先▼小松島海上保安部管理課長又は総務係長 （☎ 0885-33-2246）
　　　　　　　　http://www.kaiho.mlit.go.jp/05kanku/komatsujima/

　　平成 18 年度自衛官等募集　

　　 2 等陸・海・空士、曹候補士
一般曹候補学生、航空学生、看護学生 防衛大学校学生、防衛医科大学校学生

給  与
初任給 : 約 157000 円（新規高校卒業者）
諸手当（住居手当、扶養手当、航空手当、
乗組手当、航海手当、調整手当など）

学生手当：約 107000 円

賞  与 年約 4.4 か月分
（6 月 - 約 2.1 か月、12 月 - 約 2.3 か月）

年約 3.3 か月分
（6 月 - 約 1.6 か月、12 月 - 約 1.7 か月）

休  日 週休 2 日制、祝日、年次休暇、その他に特別休暇など

その他
・被服や食事は貸与または支給され、学校等への入学金、授業料などはありません。
・任期終了時の特別退職手当として、陸上：約 60 万円、海上・航空：約 95 万円、
　2 任期目は、約 133 ～ 140 万円が支給されます。

入隊希望者は、自衛隊三好出張所（☎ 72-0489）までご連絡ください。　

戦没者等の遺族に対する
第 8 回特別弔慰金

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、
平成 17 年 4 月 1 日を基準日に、公
務扶助料や遺族年金等を受ける方が
いない場合に、第 8 回特別弔慰金
として額面 40 万円、10 年償還の
記名国債が支給されます。
　申請期間は平成 20 年 3 月 31 日
までですので、まだ申請されていな
い方や該当するのではないかと思わ
れる方は、お問い合わせください。
　すでに今回の弔慰金申請をし、ま
だ国債を受け取っていない方は、現
在申請書類は県で審査中です。国債
が届き次第ご連絡いたしますので、
しばらくお待ち下さい。
お問い合わせ▼三好市地域福祉課

（☎ 72-7637）・各総合支所市民課

子育て支援講演会
・「人間っていいな」
・「乳幼児とのかかわり方」
対象▼子育て中の親子、子育ての終
わったお母さん、小中学生他
参加費▼無料　
人数▼徳島 200 名・阿南 130 名
日時▼
８月 27 日　13 時～ 15 時 40 分
　県立総合福祉センター（徳島市）
11 月 19 日　13 時～ 15 時 40 分
　阿南市文化会館
お問い合わせ▼㈶徳島県母子寡婦福
祉連合会（☎ 088-654-7418）

夏の健康講座
　7 月 19 日、三好市保健センター
において健康づくりのために ｢運動
｣ を中心とした講座を開催します。
● 10 時～ 11 時 30 分

「踊って健康！阿波踊り体操　～３
分半の健康法～」

● 13 時 30 分～ 15 時 
「理学療法士による出張講座」
( ストレッチ・体操、講座と実技 )
● 13 時～ 16 時 
健康チェック・超音波骨量測定
血管老化度測定等健康相談
申込・お問い合せ▼保健医務課健康
増進係 ( ☎ 72-6767)

重度心身障害者等
医療費助成事業

　受給者証及び認定書が 7 月 31 日
をもって期限切れになります。受給
資格をお持ちの方に、更新について
の案内を送付していますので、手続
きを行ってください。案内が届いて
いない方は、保健医務課か各総合支
所市民課にお問い合わせください。
　また次の要件を満たす方で、重度
医療の申請を行っていない方の新規
申請も受け付けています。
・三好市に住所を有する者
・医療保険（国保、社保等）に加入

している者
・次に掲げるいずれかにある者
1　身障者手帳 1 級所持者
2　身障者手帳 2 級所持者
3　療育手帳Ａ判定の者
4　身障者手帳 3 級又は 4 級所持者          
　  でかつ、療育手帳Ｂ 1 判定の者
5　父母のない 18 歳未満の者
6　所得税の非課税世帯であり、配
偶者のない女子で、18 歳未満の子
を扶養する者及び扶養されている子
・前年の所得が扶養親族等の数に応
じて規定されている額を超えない者
お問い合わせ▼三好市役所保健医務
課（☎ 72-7613）

「ふるさと水と土　語り
継ぎたい棚田とくらし」

　「人々の昔からの営みと自然が一
体となった棚田の美しい風景」「景
観や生態系」あるいは「棚田地域の
伝統文化など棚田の素晴らしさ」を
表現した写真を募集します。
　コンテスト、コンクールなど写真
の技術を競うものではなく、棚田の
風景を募集するものですので、多数
の応募をお待ちしております。
募集範囲▼県内に居住する方
撮影場所▼県内で撮影したもの
写真規格▼ワイド 4 つ切りを郵送

「写真のタイトル」「説明文 (180 字
以内 )」「撮影場所 ( 市町村名 )」「撮
影者の住所氏名」を付けてください。
締め切り▼ 10 月 31 日
送り先▼〒 770-8570　徳島市万代
町 1 丁目　徳島県農山村整備課農
村環境担当（☎ 088-621-2486）

保健医療福祉連携推進会
議委員を募集します

　徳島県では「西部総合県民局保健
医療福祉連携推進会議」を新たに設
置します。
　また、幅広い県民の意見を県の施
策に反映し、もって地域住民の視点

に立った保健医療福祉の連携推進に
資するため、この委員の一部を公募
します。
応幕資格▼西部圏域内に居住する満 
20 歳以上の方で、年 3 回程度開催
される会議に 2 年間（任期）出席
できる方。
応幕方法▼応募用紙（様式自由）に
住所、氏名、生年月日、年齢、性別、
電話番号、電子メール、職業、応募
の動機、主な経歴等を記入。また「西
部圏城における①保健②医療③福祉
について」のいずれかをテーマとし
た作文 (800 字程度 ) 以上 2 点を、
お送りください。
募集期眼▼ 7 月 20 日まで
お問い合わせ▼〒 778-0002 三好
市池田町マチ 2415　西部総合県民
局保健福祉環境部 （☎ 76-0412）
E メール  seibu_hfk_my@pref.toku
shima.lg.jp

「明るい選挙啓発キャッ
チフレーズ」募集要項

　明るい選挙啓発重点キャンペーン
を広く展開するために、「明るい選
挙を推進するためのキャッチフレー
ズ」を募集します。
応募方法▼住所、氏名、年齢、職業、
電話番号、コメント（意図・作品の
説明）を記入の上、作品と合わせて
官製ハガキによる郵送又は電子メー
ルにて 8 月 31 日までにご応募くだ
さい。応募は、官製ハガキ又はイン
ターネット（E メール）1 通に付き
1 点までとしますが、お一人で複数
作品の応募も可能です。
応募及びお問い合わせ▼〒 770−85
70 徳島市万代町 1 丁目 1 番地
徳島県選挙管理委員会事務局（☎ 0
88−621−3205）E メール senkyok
anri@pref.tokushima.lg.jp
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三好市の人口
男  性　 16,304 人

（− 35 人）
女  性　 18,144 人

（− 26 人）
総  数　 34,448 人

　　　　    （− 61 人）
世帯数　14,025 戸

　　　　      （− 13 戸）
 平成 18 年 7 月 1 日現在

　 （　）内は前月対比
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夏まつり in ラピス
日時▼ 7 月 30 日　10 時～ 16 時
場所▼ラピス大歩危　観光情報館
内容▼ヨーヨー＆ストーン釣り、ク
ジ引き、ビンゴ大会など各種楽しい
催しと景品をご用意して皆様のお越
しをお待ちいたしております。　

（上記の催しに参加される場合は有
料となっています）
お問い合わせ▼ラピス大歩危（☎
84-1489）

自然植物観察教室開校
　植物やトンボを観察し、自然の大
切さを学びませんか。
●黒沢湿原・トンボ観察教室
日時▼ 7 月 30 日　10 時～ 12 時
集合場所▼黒沢湿原内・林内作業所

（講師　吉田一夫先生）
●黒沢植物観察教室
日時▼ 8 月 6 日　10 時～ 12 時
集合場所▼黒沢湿原内・林内作業所

（講師　下川純代先生）
●国見山植物観察教室

日時▼ 9 月 17 日　9 時～ 15 時
集合場所▼ＪＲ大歩危駅前

（講師　佐藤久夫先生）
●中津山植物観察教室
日時▼ 10 月 8 日　9 時～ 15 時
集合場所▼出合郵便局前

（講師　佐藤久夫先生）
黒沢湿原の教室は保護者同伴で、小・
中学生定員 20 名以上でも参加でき
ます。軽微な服装で、長袖、ズボン、
靴、帽子、タオル、お昼弁当・水筒
を持参してください。
定員・締切▼各 20 名・7 月 25 日
申込・お問い合わせ▼三好市中央公
民館（☎ 72-3700）

三好高校開放講座
パソコン入門

受講対象者▼パソコン初心者で、学
習意欲のある方ならどなたでも
実施日と内容▼
8 月 1 日〜 3 日　13 時～ 16 時
word・excel 入門ほか
定員及び受講料▼ 20 人・無料
申込▼往復はがきで 7 月 25 日まで。
お問い合わせ▼〒 778-0020　三好
市池田町州津大深田 720　三好高等
学校開放講座担当（☎ 72-0805）

オリジナルマイバック
をつくろう　

　日常生活に身近なレジ袋は、年間
300 億枚が消費され、年間 60 万ト
ンのごみとなっています。またレジ
袋を製造するのに約 56 万キロリッ
トルもの原油が必要です。
　環境省は 2007 年度からスーパー
やデパートなどを対象にレジ袋など
の有料化を実施するよう促しまし
た。そこで池田生活学校環境部のみ
なさんが「レジ袋に代わる、使いや
すく・おしゃれで・オリジナルな、
マイバック」をみなさんといっしょ
に作ります。多数のご参加をお待ち
しております。
日時・募集人数▼９月 9 日
午前の部　10 時〜 12 時　20 名
午後の部　13 時〜 15 時　30 名　
場所▼三好市中央公民館（三好市池
田町マチ）４階大ホール
参 加 料 ▼ 無 料（ 但 し、100cm×
100cm 以上のふろしきやお気に入
りの布を持参してください。）
申込締切▼ 8 月 31 日
お申し込み先▼みよし広域連合リサ
イクルプラザ（☎ 74-1160）

夏休み小学生
リサイクル工作教室

　リサイクルプラザでは今年も「リ
サイクル工作教室」を開催します。
この夏休みはみんなでリサイクルを
体験しましょう。
場所・日時▼リサイクルプラザ（三
好市池田町大利）
7 月 29 日 9 時 30 分〜 15 時 30 分
工作内容▼紙すき、スクリュー船、
貯金箱非常用持ち出し袋、これ以外
にも工夫しだいでいろんな物を作っ
てみましょう。
募集▼先着 30 組程度、参加費無料
持参物▼牛乳パック、ペットボトル、
はさみ、カッター、のり、タオル、
軍手、お弁当、水筒など。小学生は
体育館シューズをお持ちください。
お申し込み▼青少年育成センター

（☎ 72-1299）、またはリサイクル
プラザ（☎ 74-1160）へ 7 月 21 日
までにお電話でお申し込みくださ
い。

天上のカントリー
＆ウェスタン

　今年で 3 回目となる、井川腕山

フェス「天上のカントリー＆ウェス
タン」が、自然あふれる夏の井川ス
キー場腕山で、四国内をはじめ全国
から多数のバンド・演奏者を迎えて
開催されます。
　昨年度は、18 バンド約 90 名に
よる生演奏が行われました。今年は
合併記念コンサートとして盛大に開
催いたします。皆様の多数のご参加
をお待ちしております。
場所▼三好市井川スキー場腕山（駐
車場無料）
日時▼ 7 月 23 日　9 時 ( 少雨決行 )
そば米雑炊の無料サービスあり
お問い合わせ▼井川総合支所市民課

（☎ 78-5001）

合併記念　祖谷口の夏
フェスティバル 2006

日時▼ 8 月 14 日　19 時から
場所▼三好市池田町　川崎小学校グ
ラウンド
内容▼納涼芸能祭（カラオケ大会・
踊り・お芝居など）、阿波踊り大会、
花火大会（約 400 発予定）、大抽選
会、各種バザー大会
主催▼祖谷口チャレンジ２１
共催▼国見会・老友会・天神クラブ

（５）
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□ 編集後記
　カラ梅雨だった昨年に比べ、今年
は例年通りの梅雨に入りました。農
作物にとっては恵みの雨ですが、一
方では長雨により引き起こされる土
砂災害も心配されます。
　九州地方や沖縄などでは、梅雨前
線が停滞、大雨により大きな被害が
出て住民生活に大打撃を与えている
ようです。
　災害はいつ、どのようにやってく
るかわかりません。これから本格的
な台風シーズンを迎えます。災害に
はまず備えをしっかり行い、そして
なにより人命を一番大切に。
　　　　　　　　　 （広報係より）

黒 沢 湿 原
− 三好市池田町漆川 −

「市報みよし」は古紙パルプ配合率
100%再生紙を使用しています。

4
歩
目

　海抜 550m ほどの高地にある黒沢湿原は、南北約 2km、幅 100
〜 300m の細長く入り組んだ形の沼沢盆地。多種多様な湿原植物
が群生しており、豊かな自然を感じさせる景観から「四国の尾瀬」
といわれています。昭和 40（1965）年に「黒沢湿原植物群落」
として県の天然記念物に指定、中でも、8 月初旬から可憐な花を
咲かせるサギソウは愛好者が多く、毎年たくさんの人がその姿を
見ようとこの地を訪れます。
　かつては水田として利用されていましたが、もともと粘土層の
上に水がたまり、火山灰や腐植土などが堆積してできた沼地で、
深さも 1m 以上あることから、田植えには田ゲタや田船、竹いか
だが使われていました。
　現在はすべてが休耕田となり、湿原が失われつつありますが、
自然を愛する地元の人々が集まり、黒沢のサギソウを守ろうと汗
を流しています。


